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学校自己評価ｱﾝｹｰﾄの結果から  ご協力ありがとうございました  

学校では毎年、学校運営の成果や課題を検証し改善の方向を明らかにして次年度に生か

すことを目的に学校自己評価を行っています。本年度は学校が目指す重点目標に照らして、

保護者・職員・子どもの三者の受け止め方を比較し改善に生かしていこうと考えました。

結果を集計しましたので報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 

だより 

庭庭のの桜桜のの  

春春秋秋ごごととにに匂匂ううななりり  

平成 29 年 2 月 22 日 

千曲市立屋代小学校 

文責：教頭 

№№№222000   

アンケート項目 

①学校や地域であいさつ 

ができている。 

②だれとでも仲良くしよ 

うとしている。 

③整理整頓をし、ものを大事

にしている。 

④最後まで頑張ろうとして

いる。 

⑤本気で勉強している。 

⑥喜んで学校に通っている。 

⑦安全に気をつけて生活し

ている。 

⑧先生は子どもを理解し適

切な指導をしている。   

⑨学校便り、学年便り、ホー

ムページ等で、学校の取組

を家庭や地域に知らせて

いる。 
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① 明るいあいさつをしている
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② 誰とでもなかよくしている
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③ ものを大事にしている
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④ 最後までがんばっている
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⑤ 本気で勉強している
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⑥ 喜んで学校に通っている

アンケート 

回答数・回収率 

保護者：４４３名 

（回収率９６％） 

職員 ： ３３名 
児童 ：４４９名 

そう思う     

だいたいそう思う 

あまりそう思わない 

思わない 

わからない 
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⑦ 安全に生活している
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⑧ 職員は子どもを理解し指導している
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⑨ 職員は教育活動の様子を伝えている

考 察 
①あいさつについて 

子ども達は自分ではよく
挨拶ができると評価してい
る。仲の良い友だち、先生方、
地域の顔見知りの方々には
挨拶がよくできていると思
っている。しかし保護者や教
師のとらえ方には違いがあ
ることがわかる。「いつでも、
どこでも、誰にでも」という
意識をもち進んで挨拶がで
きるよう今後も指導してい
きたい。 

②誰とでもなかよく 
⑥喜んで登校  について 
「おおむね良い」という捉え
が三者ともおよそ９０％以
上であることは、学校全体と
しては前向きに捉えたい。し
かし「仲よくできていない」
「喜んで登校できていない」 

と感じている保護者や児童が１０％ほどいることに私たち職員はしっかり目を向けなければならな
い。全ての子ども達が楽しいと思える学校にするために、子ども達としっかりと向き合っていきたい。 
③ものを大事にしている について 

保護者・職員の「おおむね良い」という捉えが６０％台と評価が低い。子ども達の学校生活を振り
返ってみても、落し物や忘れ物が日常的に見られる。ものを大事にしたり忘れ物をしないように心が
けたりすることは、生活リズムをつくり学習を身に着ける上でも大切である。記名や整理整頓を徹底
するなど、ものを大事にする気持ちを育てていきたい。 

④最後まで頑張る について 
子ども達は具体的な事例として「掃除を黙って時間いっぱいしているか」について振り返った。三

者とも「おおむね良い」がほぼ９０％を超えた。本校の子ども達は素直な子が多くやらなければなら
ないことに対して最後までやり抜こうとする力が育っている。今後様々な場面で最後まで頑張りぬく
力を育てていきたい。 

⑤本気で勉強 について 
授業中子ども達は集中して学習に取り組んでいる。また多くの子ども達が「本気で学習できている」

と自己評価している。それに対し保護者の評価は８０％とやや低い。これは家庭では家庭学習でつま
ずいていたり集中できない場面を見かけたりするからだと思われる。全ての子どもが自分の力を十分
に発揮し安心して学ぶことができるように授業のユニバーサルデザイン化を進めると共に、家庭学習
のあり方についてもご家庭と一緒に考えながら進めていきたい。 

⑦安全に生活している について 
学校への登下校についてはもちろんだが、安全への意識をもって生活しているかどうかはとても大

切である。学校や子どもの捉えは９７％とほぼ１００％に近いが、保護者はやや課題と感じていると
いう結果となった。子ども達の校外生活の中で心配な場面を見かけているからこその結果だと思う。
「自分の命を守る」という学習を徹底し、安全については１００％しかないことを自覚させたい。 

⑧児童理解について 
職員は「おおむね良い」が１００％と、子どものことを理解し一人一人に応じた指導を心がけよう

としていることがわかる。しかし保護者や子ども達にとってはやや物足りなさを感じる場合があるこ
ともわかる。この結果を真摯に受け止めたい。私たち教師は一人一人の子ども達や保護者の思いや困
り感に寄り添い、全ての子ども達が生き生きと学校生活を送っていけるよう今後も努力していきたい。 

⑨家庭へ情報発信について 
学校の教育活動については、学校だより、学年・学級通信、学校ホームページなどを利用して発信

し、活動を理解していただけるよう心がけている。職員の意識はほぼ１００％であるが、保護者には
もう少しと感じている方もいる。学校の教育活動の見える化に向けて更に情報を提供できるよう努力
していきたい。 

 
以上アンケートにお答えいただいた９項目について成果と課題を考察しました。また自由記述では

子ども達のさらなる成長のために、貴重なご意見やアイデアそして励ましをいただき本当にありがと
うございました。学校として大切に受け止め職員一同子ども達の成長のために力を合わせてがんばっ
ていきます。これまで同様ご支援ご協力のほど、よろしくお願いします。 

（％は「良い」「おお 

むね良い」の合算） 


